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1997 年から 2005 年までの愛知県岩礁域におけるサガラメ 

Eisenia arborea 群落の様相 
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 The aspects from 1997 to 2005 of the Sagarame, Eisenia arborea forest 
 on the shore reef in Aichi prefecture 
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サガラメ Eisenia arborea は，アラメ E．bicyckis と同属

の多年生褐藻類の一種であり，静岡県相良付近から，伊

勢湾湾口域，紀伊半島，大阪湾及び淡路島南部，鳴門，

紀伊水道沿岸から室戸岬付近の岩礁域に植生している。

1)静岡県では，アラメとサガラメの植生が認められてい

るが，1)愛知県沿岸域においては，サガラメの植生のみ

観察されている。アラメ群落は，アワビ類，ウニ類など

の餌場 1,2)や，魚介類の保育場としての機能を有しており，

沿岸生態系にとって重要な役割を果たしていると考えら

れている。しかしながら，近年，長崎県沿岸のアラメ群

落 3)や，静岡県坂井平田地区 4)のサガラメ群落の減少が

報告され，愛知県においても伊勢湾湾口域に形成されて

いたサガラメ群落がほぼ消失しており，サガラメ群落の

再生が必要となっている。群落再生に際しては，消失前

の群落の状態を把握することが必要であるが，愛知県沿

岸岩礁域に形成されていたサガラメ群落の状況を示した

資料は少ない。5,6)本ノートでは，サガラメ群落が存在し

ていた 1997 年，群落の縮小が始まった 1998 年と 1999

年，及び一部を残してほぼ群落が消失した 2005 年におけ

る愛知県岩礁域のサガラメ群落の状況を，漁業関係者へ

の聞き取り調査の結果及びスキューバ潜水による観察調

査の結果から明らかにするとともに，愛知県におけるサ

ガラメの漁獲状況とその利用についても取りまとめた。

なお，サガラメは，第一次側葉しかないため，第一次側

葉が第二次側葉を持つアラメと識別されるが，その他の

外観形状はほぼ同じであることから，愛知県の漁業者は

サガラメをアラメと呼称し，流通段階でもアラメとして

取り扱われている。 

聞き取り調査による 1997 年，1998 年及び 2005 年における

サガラメ群落の状況 

主に伊勢湾湾口域に共同漁業権漁場を設定している 8

漁業協同組合（内海，豊浜，師崎，篠島，日間賀島，佐

久島，伊良湖岬及び赤羽根）に対して，各漁場内の 1997

年秋季及び 1998 年秋季におけるサガラメ群落の状況を

1998 年 12 月に， 2005 年秋季におけるサガラメ群落の状

況を 2005 年 9 月に聞き取り調査した。聞き取り調査に基

づき推定した 1997 年秋季，1998 年秋季及び 2005 年秋季

におけるサガラメ群落の範囲を図 1，図 2 及び図 3 に示

した。 

1997 年秋季には，知多半島の内海地先から師崎地先に

かけての岩礁域，日間賀島西から南側の岩礁域，篠島周

辺の岩礁域，伊良湖岬周辺の岩礁域及び和地地先の岩礁

域にサガラメ群落が形成されていたとされた。 

1998 年秋季には，日間賀島南側の岩礁域，篠島周辺の

松島及び広亀を除いた岩礁域，伊良湖岬周辺の岩礁域の

サガラメ群落が消失し，また，内海地先から豊浜地先に

かけて群落の沖側の一部が消失したとされた。 

2005 年秋季には，豊浜地先から師崎地先にかけての岩

礁域と篠島周辺の松島及び広亀の岩礁域に形成されてい

たサガラメ群落が消失し，内海地先から山海地先にかけ 

*１ 愛知県水産試験場漁業生産研究所（Marine Resources Research Center, Aichi Fisheries Research Institute, Toyohama, 

Minamichita, Aichi 470-3412, Japan） 

*２ 愛知県農林水産部水産課（Fisheries division, Aichi prefectural government, Sannomaru 3-1-2, Nakaku, Nagoya, Aichi, 

460-8501, Japan ） 
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図 1  聞き取り調査から推定した 1997 年秋季における愛知県沿岸域のサガラメ群落の状況（点線内：共同漁業権設定域）

図 2  聞き取り調査から推定した 1998 年秋季における愛知県沿岸域のサガラメ群落の状況 
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てと，遠州灘に面した和地地先にのみサガラメ群落が形

成されているとされた。 

潜水調査による 1998 年，1999 年及び 2005 年におけるサガ

ラメ群落の状況 

篠島・松島及び広亀，豊浜・小佐前，山海・大泊前，

内海・礫ヶ浦前の5ヶ所の潜水調査地点を図4に示した。 

1998 年 12 月に，篠島・松島及び広亀，豊浜・小佐前

におけるサガラメ群落の観察結果を図 5 から図 7 に示し

た。篠島・松島では地盤の高さ D.L.-2m（図 5-①）に植

生していたサガラメ藻体の側葉は全く欠落していなかっ

たが，D.L.-4m（図 5-②）に植生していたサガラメ藻体

のほとんどで側葉が欠落し，枝と茎のみとなっていた。

また，篠島・広亀の D.L.-4m（図 6-①）に植生していた

サガラメも篠島・松島の D.L.-4m の状況と一致しており， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5  1998 年 12 月の潜水調査時に篠島・松島周囲岩礁域において観察されたサガラメ群落 

①D.L.-2m（側葉の欠落は認められなかった） 

②D.L.-4m（ほとんどの藻体で側葉が欠落していた） 

 

図 3 聞き取り調査から推定した 2005 年秋季における愛知県沿岸域のサガラメ群落の状況 

① ② 

図 4 潜水調査の地点（a：篠島・松島，b：篠島・

広亀，c：豊浜・小佐前，d：山海・大泊前，

e：内海・礫ヶ浦前） 
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葉体にはアイゴ Siganus fuscescens の摂食痕 7-9)が認めら

れた（図 6-②）。豊浜・小佐前の D.L.-2m（図 7-①）に植

生していたサガラメは，篠島・松島の D.L.-2m の状況と

同様に側葉の欠落は観察されなかったが，D.L.-3m（図

7-②）では側葉の 2/3 程度が欠落しており，D.L.-4m（図

7-③）では篠島・松島及び広亀の D.L.-4m の状況と同じ

で，ほとんどの藻体で側葉が欠落していた。 

1999 年 10 月の豊浜・小佐前におけるサガラメ群落の 

観察結果を図 8 に示した。1998 年 12 月の調査時には， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D.L.-2m で側葉の欠落が認められない藻体が観察されて

いたが，今回の調査時には D.L.-2m に植生していた全て

のサガラメの側葉は欠落しており，D.L.-3m から-4m に

サガラメは観察されなかった。なお，1999 年 10 月に豊

浜地先で釣獲されたアイゴ（尾叉長約 25cm）の胃内容物

にサガラメ側葉の断片が確認された（図 9）。     

2005 年 9 月の篠島・広亀，豊浜・小佐前及び内海・礫

ヶ浦前において，10 月に山海・大泊前におけるサガラメ 

群落の観察結果を図 10 に示した。篠島・広亀の周囲岩礁 

 

 

図 7  1998 年 12 月の潜水調査時に豊浜・小佐前岩礁域において観察されたサガラメ群落の状況

    ①D.L.-2m（側葉の欠落は認められなかった） 

②D.L.-3m（ほとんどの藻体で側葉の 2/3 程度が欠落していた） 

③D.L.-4m（全ての藻体で側葉が欠落していた） 

図 8  1999 年 10 月の潜水調査時に豊浜・小佐前岩礁域に

おいて観察されたサガラメ群落の状況 D.L.-2m（全

ての藻体で側葉が欠落していた） 

図 9  1999 年 10 月に豊浜地先で釣獲されたアイゴ（尾

叉長約 25cm）胃内に認められたサガラメ側葉の

断片 

図 6 1998 年 12 月の潜水調査時に篠島・広亀周辺岩礁域において観察されたサガラメ群落の状況

及びサガラメ葉体に認められたアイゴの摂食痕 

①D.L.-4m（ほとんどの藻体で側葉の欠落が認められた） 

②側葉が欠落した藻体に認められたアイゴの摂食痕（図中矢印） 

① ② 

① ② ③

1cm 
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図 10  2005 年 9 月から 10 月の潜水調査時に観察された各地点の植生状況 

   b：篠島・広亀（D.L.-2m．サガラメは全く観察されず，サンゴモ類が繁茂） 

c：豊浜・小佐前（D.L.-2m．サガラメは全く観察されず，マクサ，シワヤハズとサンゴモ類が繁茂） 

d：山海・大泊前（D.L.-2m．サガラメは点在し，マクサとサンゴモ類が繁茂） 

e：内海・礫ヶ浦前（D.L.-2m．サガラメが繁茂） 

図 11  豊浜市場における 1995 年から 2002 年までのサガラメ生鮮物の出荷量と出荷額（上段）， 

及び乾物の出荷量と出荷額（下段） 
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域にサガラメは確認されず，サンゴモ類が繁茂していた。

豊浜・小佐前の岩礁域にもサガラメは確認されず，マク

サ Gelidium elegans，シワヤハズ Dictyopteris undulata や

サンゴモ類の繁茂が見られた。山海・大泊前の岩礁域で

は，側葉が 2/3 程度欠落したサガラメが点在（1 個体/4 

m２）し，マクサやサンゴモ類の繁茂が見られた。内海・

礫ヶ浦前の岩礁域では，D.L.±0m から-2m の範囲に側葉

の欠落がないサガラメの群落が形成されていた。 

サガラメの漁獲状況とその利用 

 豊浜漁業協同組合の市場取扱いに関する資料を基にし

て，記録に残されている 1995 年から 2002 年までの生鮮

物出荷量と出荷額の推移，及び乾物出荷量と出荷額の推

移を図 11 に示した。サガラメの漁獲は 5 月から 12 月に

かけて行われ，1995 年から 1999 年までの間，生鮮物の 

場合，年間平均で約 3.4 トン（514 千円），乾物の場合年

間平均で約 15.6 トン（8,916 千円）が水揚げされていた。

乾物は主にコンニャクの添加物として利用加工されてい

た。2000 年以降は，豊浜地先のサガラメ群落消失ととも

に漁獲がなくなり，市場での取扱いもなくなっていた。

一方，渥美地方では，サガラメをピーナッツなどと煮込

む郷土料理があり，現在でもサガラメは食用として消費

されている。伊良湖岬漁業協同組合にはサガラメを漁獲

している潜水漁業者がおり，和地地先のサガラメ群落で

毎年 5 月から 6 月に約 1 トンのサガラメを漁獲し，天日

乾燥後，地元の商店に卸しているとのことであった。な

お，2005 年 8 月において田原市福江町の店舗（JA 愛知

みなみふれあい広場）で販売されている様子を図 12 に示

した。和地地先においては，サガラメ群落の周囲に刺網

を設置してアイゴの防除を行い，食害を軽減するととも

に，3 歳以上のサガラメのみを漁獲対象としてサガラメ

資源の保護管理を行っている。また，アワビなど磯根資

源の保護，涵養のため，これらが漁獲される海域のサガ

ラメは漁獲しないとしている。 
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図 12 2005 年 8 月に田原市内で販売されていた乾燥

サガラメ（和地産）（だだし，表示はアラメと

して販売されていた） 


